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【持続化給付金を申請しない理由】

必要ない
対象でない
手続きがわからない・できない

13％

78％

9％

手続きが
わからない・
できない

な
い
理
由
に
つ
い
て
、
対
象
で

は
な
い
と
い
う
回
答
が
78
％
、

必
要
が
な
い
と
い
う
回
答
が
13

％
あ
り
、
手
続
き
が
わ
か
ら
な

い
・
で
き
な
い
と
い
う
回
答
が

９
％
あ
り
ま
し
た
。

　
当
所
に
は
、
持
続
化
給
付
金

の
手
続
き
が
わ
か
ら
な
い
・
で

き
な
い
と
い
う
相
談
が
多
く
寄

せ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
う
し

た
事
か
ら
、
当
所
で
は
、
国
へ

働
き
か
け
を
し
当
所
会
議
室
に

給
付
金
の
申
請
サ
ポ
ー
ト
窓
口

が
設
置
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
な
お
、
申
請
サ
ポ
ー
ト

窓
口
は
既
に
、
６
月
上
旬
よ
り

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
お
問
合
せ
】

持
続
化
給
付
金
事
業
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー

☎
０
１
２
０

－

１
１
５

－

５
７
０

小
田
原
箱
根
商
工
会
議
所

経
営
支
援
グ
ル
ー
プ

☎
０
４
６
５（
23
）１
８
１
１

感
染
症
拡
大
防
止
協
力
金
な
ど

に
つ
い
て
の
周
知
と
そ
の
利
用

状
況
を
把
握
す
る
た
め
に
実
施

を
し
ま
し
た
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
に
つ
い

て
は
、
国
の
持
続
化
給
付
金
は

63
％
が
、
す
で
に
申
請
済
・
こ

れ
か
ら
申
請
を
予
定
と
い
う
回

答
を
頂
き
ま
し
た
。
申
請
を
し

　
当
所
で
は
、
去
る
５
月
12
日

に
、
当
所
会
員
の
皆
様
に
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る

緊
急
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、

２
３
２
社
か
ら
ご
回
答
を
頂
き

ま
し
た
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
の
目
的
に
つ
き

ま
し
て
は
、
国
の
持
続
化
給
付

金
や
神
奈
川
県
新
型
ウ
イ
ル
ス

長
、
箱
根
町
役
場
に
て
山
口
町

長
に
対
し
今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
影
響

を
受
け
る
事
業
所
へ
の
対
策
に

向
け
た
、
新
た
な
緊
急
の
要
望

書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　
要
望
の
内
容
は
、「
支
援
金

の
拡
充
」「
資
金
繰
り
負
担
軽

減
の
た
め
の
支
援
」「
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
終
息
後

の
販
売
促
進
・
誘
客
宣
伝
の
支

援
」
等
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

小
田
原
市
長
へ
の
要
望
書
を
、

左
記
の
通
り
掲
載
を
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。

な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
う
し
た
中
、
５
月
25
日

（
月
）
に
当
所
の
鈴
木
会
頭
は
、

小
田
原
市
役
所
に
て
、
守
屋
市

　
緊
急
事
態
宣
言
は
、
解
除
さ

れ
た
も
の
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
よ
る
地
域
経
済

へ
の
影
響
は
、
甚
大
な
も
の
と

　
当
所
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
売
上

減
少
に
悩
む
会
員
事
業
所
を
支

援
す
る
た
め
、
当
所
の
Ｈ
Ｐ
に

会
員
事
業
所
の
魅
力
的
な
商
品

を
を
掲
載
し
、
販
売
に
繋
げ
る

通
販
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
「
小

田
原
箱
根
オ
ン
ラ
イ
ン
百
貨

店
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　
こ
の
「
小
田
原
箱
根
オ
ン
ラ

イ
ン
百
貨
店
」
は
、
全
国
へ
の

発
信
を
意
識
し
、
イ
ン
パ
ク
ト

を
持
た
せ
る
事
が
重
要
で
あ
る

た
め
、
参
加
事
業
所
の
皆
様
に

は
、
最
低
1
点
に
つ
い
て
、
本

サ
イ
ト
限
定
の
10
万
円
の
商
品

を
ご
用
意
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　
今
後
さ
ら
に
、
こ
の
サ
イ
ト

を
内
外
に
発
信
し
会
員
事
業
所

の
皆
様
の
売
上
確
保
と
地
域
の

魅
力
発
信
に
繋
げ
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
現
在
も
参
加
店
を
募

集
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
多
く

の
事
業
所
の
皆
様
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
詳
細

は
、
小
田
原
箱
根
商
工
会
議
所

Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
参
加
条
件
等
】

●
掲
載
無
料

●
小
田
原
箱
根
商
工
会
議
所
の

会
員
事
業
所
（
２
市
８
町
）

●
10
万
円
の
商
品
（
組
合
せ
も

可
）
を
１
点
以
上
販
売
す
る
こ

と
。
商
工
会
議
所
の
Ｈ
Ｐ
へ
の

掲
載
は
３
点
以
内
。

【
お
問
合
せ
】

小
田
原
箱
根
商
工
会
議
所

経
営
企
画
グ
ル
ー
プ
　

☎
０
４
６
５（
23
）１
８
１
１

小商工発第１８号

令和２年５月２５日

小田原市長

　守屋　輝彦　様

小田原箱根商工会議所

　会頭　鈴木　悌介

新型コロナウィルス感染症対策に関する緊急要望（追加）について

　４月７日に緊急事態宣言が発出された際、４月９日付けで新型コロナウィルス感染症対策に関す

る緊急要望を提出させていただきましたが、支援金や専門家派遣など施策として実現していただい

たことにまずは感謝申し上げます。

　爆発的な蔓延を回避し、医療体制の崩壊を防ぐため、人の動きを必要最低限に抑えることが最優

先されるべきであると同時に、地元中小企業・小規模事業者の経営継続を図ることが急務であります。

　つきましては、地域経済維持のための更なる支援策について、迅速に対応していただくことが必

要でありますので、ここに次の通り要望いたします。

記

１．支援金の拡充を

　　 「緊急経済対策中小企業事業者等支援金」については、申請がはじまり、すでに交付決定され

ている事業者もあることと承知しております。

　　 また、今回の緊急事態宣言の延長を受けて、追加経済支援策として新たな支援金を検討してい

ると伺っております。

　１） つきましては、すでに休業や消費行動制限により事業継続が厳しくなっている現況を注視し

ていただき、県から休業要請があった業種にとどまらず、売上が著しく減少している施設を

持っていない個人事業主なども含めた、事業収入申告を行っているすべての事業者に対して、

遡って給付対象とした上での給付をお願いします。

　２） また、追加の支援金についても、上記同様支給対象範囲を拡充した上で、既存の支援金給付

済みの事業所も含めて支給対象としていただき、事業再建に向かえるようお願いします。

２．支援の迅速な実行を

　　 国、県の給付金、協力金、補助金などの支援を通じて一日も早く事業主が資金を手元にできる

よう、市による一時的な立て替え払いの検討と、国、県に対しては迅速な実行への働きかけを

お願いします。

３．売上回復のための支援を

　　 人を動かさない、動かすことに加担しない形での売り上げ確保という観点で、プレミアム付き

商品券の先行販売とその額面との差額の補助をお願いたします。

　　 使用をコロナ収束後と限定した商品券の販売を通じて、中小店舗の現金収入を創出することを

目的とします。

４．資金繰り負担軽減のための支援を

　　 売上が減少した中小・小規模事業者の資金繰りへの負担を軽減するため、固定資産税の免除や

固定費削減のための家賃補助などをお願いします。

　　また、消費税の減免（税率の一時引き下げ）を国へ要望することをお願いします。

５．落ち込んだ需要を回復させるための支援を

　　 小田原市で計画されている事業の前倒し発注をお願いするとともに、発注にあたっては、地元

事業者を優先していただけるようお願いします。

６．新型コロナウィルス感染症収束後の販売促進、誘客宣伝の支援を

　　 コロナ収束後の復興支援策として、事業者が行う販促活動をはじめ、商店街や各種団体等が行

う販促活動（イベント、商談会、展示会など）や誘客宣伝活動（キャンペーンなど）に対して、

格段な予算措置をお願いします。

　　 また、県西地域全体での誘客事業に市がリーダーシップをとって臨んでいただくとともに、行

政と民間の連携強化、並びに県西地域２市８町の連携強化をお願いします。

以上

＊箱根町山口町長へ提出した要望書は、ＨＰ（http://www.odawara-cci.or.jp/）に掲載中
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右
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追
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緊急アンケートを実施
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う
よ
う
な
働
き
方
が
も
し
で
き

れ
ば
、
小
田
原
・
箱
根
ほ
ど
い

い
場
所
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
ず
、

満
員
電
車
で
の
通
勤
が
な
い
の

で
、
自
宅
な
ら
、
コ
ワ
ー
キ
ン

グ
ス
ペ
ー
ス
で
も
徒
歩
か
自
転

車
で
、
通
勤
時
間
は
限
り
な
く

ゼ
ロ
で
す
。
定
時
に
終
わ
っ
た

ら
、
自
由
に
な
る
時
間
は
た
っ

ぷ
り
と
れ
そ
う
で
す
。
海
岸
を

ジ
ョ
ッ
ギ
ン
グ
し
て
も
い
い
し
、

習
い
事
で
も
い
い
し
、
も
ち
ろ

ん
、
家
族
と
の
時
間
、
ま
ち
づ

く
り
の
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア

活
動
で
も
い
い
し
、
週
末
は
箱

根
に
上
が
っ
て
景
色
を
観
た
り
、

ホ
テ
ル
で
朝
ご
は
ん
を
た
べ
た

り
、
ゴ
ル
フ
場
は
近
い
し
、
川

に
釣
り
に
行
っ
て
も
庭
い
じ
り

で
も
…
。
家
も
小
さ
な
菜
園
付

き
一
戸
建
て
も
夢
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
、
駅
に
近
い

マ
ン
シ
ョ
ン
も
便
利
で
す
。
新

幹
線
で
全
国
ど
こ
へ
行
く
に
も

便
利
で
す
し
、
羽
田
空
港
へ
は

ド
ア
ツ
ー
ド
ア
で
一
時
間
で
す
。

そ
の
う
ち
に
会
社
ご
と
小
田

原
・
箱
根
に
引
っ
越
し
て
く
る

例
も
増
え
て
く
る
か
も
知
れ
ま

届
の
提
出
が
不
要
に
な
る
等
大

幅
に
簡
素
化
さ
れ
、
特
に
小
規

模
事
業
主
（
従
業
員
が
概
ね
20

人
以
下
）
に
つ
い
て
は
、「
実

際
に
支
払
っ
た
休
業
手
当
額
」

か
ら
簡
易
に
助
成
額
を
算
定
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
以
前
よ
り

申
請
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

労
働
者
の
雇
用
を
守
る
た
め
の

施
策
と
し
て
、
ぜ
ひ
助
成
金
の

活
用
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

＊
こ
の
情
報
は
、
令
和
２
年
５

月
28
日
現
在
と
な
っ
て
お
り
、

今
後
変
更
と
な
る
場
合
が
ご
ざ

い
ま
す
。

（
記
事
提
供
）
宮
川
・
神
蔵
社

会
保
険
労
務
士
法
人

【
お
問
合
せ
】

宮
川
・
神
蔵
社
会
保
険
労
務
士

法
人

☎
０
４
６
５（
63
）３
３
１
８

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
小
田
原

☎
０
４
６
５（
23
）８
６
０
９

も
あ
り
ま
す
。

　
働
き
方
に
留
ま
ら
ず
、
暮
ら

し
方
、
生
き
方
に
も
大
き
な
影

響
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
テ
レ

ワ
ー
ク
や
テ
レ
ビ
会
議
を
し
て

み
て
、
多
く
の
人
が
、
特
に
首

都
圏
で
は
今
ま
で
満
員
の
通
勤

電
車
で
朝
晩
時
間
を
か
け
て
会

社
に
行
き
来
す
る
こ
と
の
意
味

を
考
え
て
始
め
て
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
付
加
価
値

を
生
ま
ず
、
疲
労
し
か
生
ま
な

い
時
間
と
営
み
に
疑
問
を
持
っ

た
人
は
多
い
と
思
い
ま
す
。
あ

の
せ
ま
い
と
こ
ろ
（
東
京
）
に

１
２
０
０
万
人
が
ひ
し
め
き
合

っ
て
い
る
こ
と
自
体
が
お
か
し

い
と
感
じ
始
め
た
人
は
多
い
と

思
い
ま
す
。
物
理
的
に
移
動
す

る
と
い
う
こ
と
の
意
味
も
然
り

で
し
ょ
う
。

　
小
田
原
・
箱
根
の
よ
う
な「
適

度
な
田
舎
」
に
い
る
と
、
こ
れ

か
ら
は
小
田
原
・
箱
根
の
時
代

か
な
？
と
思
い
ま
す
。
普
段
は
、

自
宅
で
も
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス

ペ
ー
ス
で
も
テ
レ
ワ
ー
ク
で
働

き
、
週
の
う
ち
１
か
２
日
だ
け

東
京
の
会
社
に
出
勤
す
る
と
い

　
雇
用
調
整
助
成
金
の
上
限
額

の
引
上
げ
が
第
２
次
補
正
予
算

案
の
中
に
盛
り
込
ま
れ
、
５
月

27
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
国
会
に
提
出
さ
れ
、

会
期
末
（
６
月
17
日
）
ま
で
に

成
立
を
目
指
す
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　
こ
の
第
２
次
補
正
予
算
案
に

は
、
雇
用
を
守
る
た
め
の
支
援

策
と
し
て
、
４
月
１
日
以
降
に

開
始
さ
れ
る
賃
金
締
切
期
間
中

の
休
業
に
つ
い
て
、
９
月
ま
で

雇
用
調
整
助
成
金
の
日
額
上
限

を
８
３
３
０
円
か
ら
１
５
０
０

０
円
ま
で
特
例
的
に
引
き
上
げ

る
こ
と
、
さ
ら
に
、
解
雇
を
行

わ
な
い
中
小
企
業
の
助
成
率
を

10
／
10
に
引
き
上
げ
る
こ
と
、

緊
急
対
応
期
間
を
９
月
ま
で
延

長
す
る
こ
と
な
ど
が
盛
り
込
ま

れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
雇
用
調
整
助
成
金
の

申
請
手
続
き
は
、
休
業
等
計
画

で
す
。
在
宅
勤
務
だ
っ
た
り
、

テ
レ
ビ
会
議
だ
っ
た
り
、
今
ま

で
や
っ
た
こ
と
の
な
い
仕
事
の

仕
方
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
る

会
社
は
多
い
と
思
い
ま
す
。
当

所
で
も
、
万
が
一
職
員
が
感
染

し
て
も
会
員
さ
ん
へ
の
サ
ー
ビ

ス
を
止
め
な
い
た
め
に
、
職
員

を
２
つ
の
チ
ー
ム
に
分
け
、
交

代
で
出
勤
と
在
宅
勤
務
を
さ
せ

た
り
、
会
議
は
で
き
る
だ
け
テ

レ
ビ
会
議
に
切
り
換
え
た
り
と

い
ろ
い
ろ
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

や
っ
て
み
た
ら
、
意
外
と
や
れ

ば
で
き
る
と
実
感
さ
れ
た
方
々

も
多
い
か
と
思
い
ま
す
。
当
初

の
感
染
防
止
策
と
い
う
視
点
に

加
え
て
、
中
小
企
業
、
小
規
模

事
業
者
の
現
場
で
は
遅
れ
て
い

る
と
言
わ
れ
て
い
る
生
産
性
を

上
げ
、
よ
り
働
き
や
す
い
環
境

を
整
備
す
る
と
い
う
意
味
の
真

の
働
き
方
改
革
の
チ
ャ
ン
ス
で

　
緊
急
事
態
宣
言
は
解
除
さ
れ

た
と
は
い
え
、
コ
ロ
ナ
と
い
う

見
え
な
い
相
手
と
ど
う
付
き
合

っ
て
い
く
か
の
慎
重
な
試
行
錯

誤
は
続
き
ま
す
。

　
感
染
を
防
ぎ
つ
つ
売
上
を
上

げ
る
た
め
に
は
、
よ
り
い
っ
そ

う
の
衛
生
対
策
が
必
要
で
す
。

県
が
提
唱
し
て
い
る
「
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」「
感
染
防
止
対
策
取

組
書
」「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
コ
ロ
ナ
お

知
ら
せ
シ
ス
テ
ム
」
な
ど
を
活

用
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
そ
し

て
、
単
に
従
前
に
戻
る
だ
け
で

な
く
、
加
え
て
新
し
い
商
売
の

形
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
も
考
え

て
い
く
べ
き
で
し
ょ
う
。
当
所

で
は
通
販
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

「
小
田
原
箱
根
オ
ン
ラ
イ
ン
百

貨
店
」
と
い
う
新
し
い
取
組
み

に
挑
戦
し
て
い
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ご
出
店
く
だ
さ
い
。

　
も
う
一
つ
は
働
き
方
の
問
題

　
鈴
木
会
頭
は
、
６
月
22
日

（
月
）〜
７
月
17
日（
金
）の
間
は
、

在
所
日
は
設
け
て
お
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
ご
用
の
あ
る
方
は
、
事

前
に
ご
連
絡
を
頂
け
れ
ば
直
接

又
は
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
利
用
し
お
会

い
す
る
事
が
可
能
で
す
。

【
お
問
合
せ
】

小
田
原
箱
根
商
工
会
議
所

総
務
経
理
グ
ル
ー
プ

☎
０
４
６
５（
23
）１
８
１
１

た
め
の
段
ボ
ー
ル
パ
ー
テ
ー
シ

ョ
ン
、
㈱
神
奈
川
ナ
ブ
コ
様
か

ら
次
亜
塩
素
酸
の
消
毒
液
、
ア

ク
サ
生
命
保
険
㈱
様
か
ら
マ
ス

ク
等
を
ご
提
供
し
て
頂
き
ま
し

た
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
コ
ー

ス
は
、
特
別
休
暇
を
就
業
規
則

に
規
定
す
る
こ
と
に
向
け
て
、

支
給
対
象
と
な
る
取
り
組
み

（
外
部
専
門
家
に
よ
る
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
、
労
務
管
理
担
当

者
・
労
働
者
に
対
す
る
研
修
、

労
務
管
理
用
機
器
の
導
入
・
更

新
な
ど
）
を
実
施
し
、
そ
の
費

用
の
一
部
を
助
成
（
助
成
率
３

／
４
な
ど
）
す
る
も
の
と
な
っ

て
い
ま
す
。（
助
成
上
限
額

：

50
万
円
）
ど
ち
ら
の
コ
ー
ス
も

支
給
申
請
期
限
が
あ
り
ま
す
の

で
、
詳
し
く
は
厚
生
労
働
省
Ｈ

Ｐ
を
ご
確
認
下
さ
い
。

（
記
事
提
供
）
宮
川
・
神
蔵
社

会
保
険
労
務
士
法
人

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
、
国
税
を
一

時
に
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
場
合
、
税
務
署
に
申
請
を
す

る
こ
と
に
よ
り
、
次
の
要
件
の

す
べ
て
に
該
当
を
す
る
と
き
は
、

原
則
と
し
て
１
年
以
内
の
期
間

に
限
り
、
換
価
の
猶
予
が
認
め

ら
れ
ま
す
。
所
轄
の
税
務
署
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
要
件
】

①
国
税
を
一
時
的
に
納
付
す
る

こ
と
に
よ
り
、
事
業
の
継
続
又

は
生
活
の
維
持
を
困
難
に
す
る

お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る

イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
慣
れ
て
く
る

と
、
豊
か
さ
と
は
何
か
？
と
か
、

お
金
と
は
何
か
？
な
ど
と
い
う

根
源
的
な
問
い
に
気
が
付
い
て

し
ま
う
人
も
増
え
る
の
か
知
れ

ま
せ
ん
。

　
人
々
の
暮
ら
し
方
、
働
き
方

が
変
わ
れ
ば
、
企
業
は
人
材
の

確
保
の
た
め
に
、
ま
た
、
顧
客

の
支
持
を
受
け
る
た
め
に
、
自

ら
の
行
動
も
変
え
ざ
る
を
得
な

い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の

炭
素
社
会
か
ら
脱
炭
素
社
会
へ

い
う
社
会
全
体
の
変
革
と
気
候

変
動
に
対
す
る
ア
ク
シ
ョ
ン
は

表
裏
一
体
で
あ
り
、
気
候
変
動

対
策
と
し
て
の
脱
炭
素
と
い
う

の
と
も
ち
ょ
っ
と
違
う
新
し
い

時
代
へ
の
入
り
口
に
い
る
の
か

も
知
れ
な
い
と
感
じ
る
こ
の
コ

ロ
ナ
禍
で
の
日
々
で
す
。

　
も
し
か
し
た
ら
、
こ
の
コ
ロ

ナ
の
せ
い
で
、
私
た
ち
は
こ
れ

か
ら
迎
え
る
は
ず
だ
っ
た
未
来

を
図
ら
ず
も
一
足
早
く
見
せ
ら

れ
て
い
る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

定
の
時
間
外
労
働
時
間
数
を
縮

減
さ
せ
る
こ
と
。

・
時
間
外
労
働
時
間
数
で
月
60

時
間
以
下
に
設
定

・
時
間
外
労
働
時
間
数
で
月
60

時
間
を
超
え
月
80
時
間
以
下
に

設
定

②
全
て
の
対
象
事
業
場
に
お
い

て
、
所
定
休
日
を
１
日
か
ら
４

日
以
上
増
加
さ
せ
る
こ
と
。

③
交
付
要
綱
で
規
定
す
る
特
別

休
暇
（
病
気
休
暇
、
教
育
訓
練

休
暇
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
休
暇
）

の
い
ず
れ
か
１
つ
以
上
を
全
て

の
対
象
事
業
場
に
新
た
に
導
入

す
る
こ
と
。

④
時
間
単
位
の
年
次
有
給
休
暇

制
度
を
、
全
て
の
対
象
事
業
場

に
新
た
に
導
入
さ
せ
る
こ
と
。

　
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
と
し
て
、
特
別

休
暇
の
制
度
導
入
に
取
り
組
む

中
小
企
業
事
業
主
に
は
「
職
場

意
識
改
善
特
例
コ
ー
ス
」
が
設

せ
ん
。

　
そ
の
よ
う
な
形
で
小
田
原
・

箱
根
に
暮
ら
し
、
働
く
人
が
増

え
る
こ
と
は
、
地
元
に
と
っ
て

も
お
客
様
が
増
え
る
わ
け
で
す

か
ら
プ
ラ
ス
で
す
。
観
光
の
交

流
人
口
に
加
え
て
、
人
口
が
減

っ
て
い
く
こ
の
国
で
も
、
定
住

人
口
、
関
係
人
口
を
増
や
す
こ

と
は
小
田
原
・
箱
根
な
ら
可
能

で
す
。
そ
ん
な
視
点
で
の
ま
ち

づ
く
り
が
こ
こ
小
田
原
・
箱
根

な
ら
有
望
で
す
。

　
こ
ん
な
小
田
原
・
箱
根
に
住

む
と
、
つ
ま
り
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
を
変
え
る
と
、
使
う
エ
ネ
ル

ギ
ー
は
大
幅
に
減
り
ま
す
。
食

す
る
も
の
も
地
産
地
消
が
増
え

ま
す
。
自
分
が
暮
ら
す
場
所
に

興
味
・
関
心
が
湧
き
、
自
然
と

持
続
可
能
な
地
域
と
か
社
会
と

か
に
つ
い
て
考
え
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
す
る
と
、
顔
の
見
え

る
関
係
（
う
っ
と
う
し
く
な
る

時
も
あ
り
ま
す
が
　
笑
）
を

ベ
ー
ス
に
い
ろ
い
ろ
な
地
域
貢

献
活
動
も
始
め
る
よ
う
に
な
る

か
も
。

　
そ
ん
な
心
に
余
裕
が
あ
る
ラ

　
令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら
、

こ
れ
ま
で
の
「
時
間
外
労
働
等

改
善
助
成
金
」
が
「
働
き
方
改

革
推
進
支
援
助
成
金
」
に
改
め

ら
れ
、「
労
働
時
間
短
縮
・
年

休
促
進
支
援
コ
ー
ス
」
の
２
０

２
０
年
度
交
付
申
請
受
付
が
開

始
さ
れ
ま
し
た
。（
交
付
申
請

期
限

：

令
和
２
年
11
月
30
日
）

　
こ
の
コ
ー
ス
は
、
生
産
性
を

向
上
さ
せ
、
労
働
時
間
の
縮
減

や
年
次
有
給
休
暇
の
促
進
に
向

け
た
環
境
整
備
に
取
り
組
む
中

小
企
業
事
業
主
を
助
成
す
る
も

の
で
、
具
体
的
に
は
、
次
の
①

か
ら
④
の
「
成
果
目
標
」
か
ら

１
つ
以
上
を
選
択
の
上
、
達
成

を
目
指
し
て
取
り
組
み
を
実
施

し
、
そ
の
達
成
状
況
に
応
じ
て

支
給
対
象
と
な
る
取
り
組
み
の

実
施
に
要
し
た
経
費
の
一
部
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

①
全
て
の
対
象
事
業
場
に
お
い

て
、
月
60
時
間
を
超
え
る
36
協

会
頭
コ
ラ
ム
（
第
63
回
）

会
頭
　
鈴
木  

悌
介

未
来
が
一
歩
先
に
や
っ
て
来
た

§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§

こ
と
。

②
納
税
に
つ
い
て
誠
実
な
意
思

を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

③
換
価
の
猶
予
を
受
け
よ
う
と

す
る
国
税
以
外
の
国
税
の
滞
納

が
な
い
こ
と
。

④
納
付
す
べ
き
国
税
の
納
期
限

（
令
和
元
年
分
の
申
告
所
得
税
、

贈
与
税
及
び
個
人
事
業
者
の
消

費
税
の
確
定
申
告
は
、
延
長
さ

れ
た
期
限
（
令
和
２
年
４
月
16

日
））
か
ら
６
ヶ
月
以
内
に
申

請
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

⑤
原
則
と
し
て
、
担
保
の
提
供

が
あ
る
こ
と
。（
担
保
が
不
要

な
場
合
が
あ
り
ま
す
）

【
お
問
合
せ
】

小
田
原
税
務
署

☎
０
４
６
５（
35
）４
５
１
１

　
相
談
に
ご
来
所
さ
れ
る
会
員

の
皆
様
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
感
染
防
止
・
職
員

の
感
染
防
止
の
た
め
、
当
所
に

対
し
、
当
所
会
員
事
業
所
の
尾

下
紙
業
㈱
様
か
ら
飛
沫
を
防
ぐ

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

主な変更点について
雇用調整助成金

働き方改革推進支援
助成金について

今
後
の
鈴
木
会
頭
の

在
所
日
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
た
め

当
所
へ
の
寄
贈
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
よ
る

国
税
猶

2

2

2

予2

に
つ
い
て
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
よ
る
影
響
は
、
私
た
ち
の

働
き
方
に
も
大
き
な
変
化
を
生

み
出
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
、

会
議
や
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
あ
り

方
は
、
従
来
の
直
接
顔
を
向
き

合
わ
せ
て
の
形
か
ら
、
Ｗ
ｅ
ｂ

を
活
用
し
た
会
議
や
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
と
い
う
形
に
代
わ
り
つ
つ

あ
り
既
に
多
く
の
事
業
所
で
の

実
践
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
当

所
で
は
、
通
常
、
月
に
１
回
、

常
議
員
会
を
開
催
し
て
い
ま
す

が
、
今
回
、
初
め
て
ビ
デ
オ
・

Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ

ン
で
あ
る
「
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
」
を
利

用
し
開
催
を
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
当
所
で
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に

加
え
、
働
き
方
改
革
と
い
う
観

点
も
踏
ま
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
場

に
お
い
て
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
活

用
し
て
い
き
ま
す
。

　
神
奈
川
県
で
は
、
県
内
に
事

業
所
等
を
有
し
、
５
／
７
か
ら

５
／
26
ま
で
の
全
期
間
（
少
な

く
と
も
期
間
中
15
日
間
、
遅
く

と
も
５
／
12
（
火
）
か
ら
５
／

26
（
火
）
ま
で
の
間
）
休
業
ま

た
は
夜
間
営
業
時
間
（
食
事
提

供
施
設
）
の
短
縮
に
協
力
し
て

い
た
だ
い
た
中
小
企
業
、
個
人

事
業
主
に
対
し
、
協
力
金
を
再

度
交
付
し
ま
す
。

●
対
象
者

①
県
か
ら
の
要
請
等
に
ご
協
力

い
た
だ
き
、
休
業
又
は
夜
間
営

業
時
間
を
短
縮
（
夜
間
営
業
時

間
の
短
縮
は
食
事
提
供
施
設
の

み
対
象
。）
し
た
中
小
企
業
及

　
５
月
27
日
（
水
）
に
第
１
回

常
議
員
会
が
開
催
さ
れ
、
７
議

案
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

【
審
議
事
項
】

第
１
号
議
案
「
新
会
員
承
認
の

件
」

　
令
和
２
年
３
月
11
日
〜
３
月

31
日
の
26
事
業
所
、
令
和
２
年

４
月
１
日
〜
５
月
15
日
の
９
事

業
所
の
入
会
が
承
認
さ
れ
、
同

び
個
人
事
業
主
等

②
県
か
ら
の
要
請
は
な
い
が
自

主
的
に
協
力
い
た
だ
き
、
休
業

し
た
中
小
企
業
及
び
個
人
事
業

主
等

●
交
付
予
定
金
額

１
事
業
者
あ
た
り
10
万
円

※
申
込
受
付
期
間
な
ど
詳
細
に

つ
い
て
は
、「
神
奈
川
県
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

防
止
協
力
金
」
の
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
】

神
奈
川
県
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
４
５

－

２
８
５

－

０
５
３
６

期
間
の
退
会
等
が
報
告
さ
れ
ま

し
た
。

第
２
号
議
案
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
関
す
る

緊
急
要
望
の
件
（
追
認
）」

　
緊
急
事
態
宣
言
の
発
出
を
受

け
行
っ
た
緊
急
要
望
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

第
３
号
議
案
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
関
す
る

緊
急
要
望
（
追
加
）
の
件
（
追

認
）」

　
５
月
25
日
に
提
出
し
た
緊
急

要
望
の
追
加
が
異
議
な
く
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

第
４
号
議
案
「
大
型
連
休
に
小

田
原
箱
根
の
観
光
を
お
考
え
の

皆
様
へ
の
お
願
い
の
件
（
追

認
）」

　
大
型
連
休
前
に
５
者
で
行
っ

た
宣
言
が
異
議
な
く
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

第
５
号
議
案
「
特
定
退
職
金
共

済
審
査
会
規
則
改
訂
並
び
に
委

員
の
件
」

　
規
則
の
改
訂
と
委
員
の
構
成

が
異
議
な
く
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第
６
号
議
案
「
各
委
員
委
嘱
推

薦
の
件
」

　
次
の
推
薦
が
異
議
な
く
承
認

さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）
小
田

原
市
体
育
協
会
理
事
候
補
者

：

鈴
木
　
聖
、
県
立
小
田
原
東
高

等
学
校
学
校
運
営
協
議
会
委

員

：

古
川
正
治
、
小
田
原
市
交

通
安
全
対
策
協
議
会
委
員

：

古

川
正
治
、
社
会
福
祉
法
人
小
田

原
市
社
会
福
祉
協
議
会
評
議
員

候
補
者

：

古
川
武
法
、
公
益
社

団
法
人
小
田
原
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
理
事
候
補
者

：

山

岡
　
弘
、
小
田
原
地
区
高
等
学

校
定
時
制
教
育
振
興
会
役
員

：

古
川
正
治
、
城
下
町
お
だ
わ
ら

ツ
ー
デ
ー
マ
ー
チ
実
行
委
員
会

委
員

：

鈴
木
悌
介
、
山
岡
　
弘
、

湘
南
地
域
雇
用
対
策
推
進
協
議

会
構
成
員

：

古
川
正
治

第
７
号
議
案
「
職
員
永
年
勤
続

表
彰
の
件
」

　
表
彰
規
程
に
基
づ
き
、
４
名

が
異
議
な
く
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

を
さ
せ
て
頂
く
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　
現
在
、
当
所
Ｈ
Ｐ
内
に
て
公

開
を
し
て
お
り
ま
す
の
で
是
非

ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
】

小
田
原
箱
根
商
工
会
議
所

会
員
サ
ー
ビ
ス
グ
ル
ー
プ

☎
０
４
６
５（
23
）１
８
１
１

　
小
田
原
市
で
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影

響
に
よ
り
事
業
収
入
が
大
幅
に

減
少
し
て
い
る
市
内
の
中
小
企

業
、
個
人
事
業
主
等
の
事
業
継

続
等
を
支
援
す
る
た
め
、
第
２

段
の
支
援
金
を
交
付
し
ま
す
。 

【
対
象
者
】

　
次
の
す
べ
て
の
要
件
を
満
た

す
か
た 

①
２
０
２
０
年
１
月
１
日
時
点

で
小
田
原
市
内
に
本
店
も
し
く

は
本
社
の
あ
る
法
人
又
は
小
田

原
市
内
に
住
民
登
録
が
あ
る
個

人
事
業
主
で
あ
る
こ
と
。

②
２
０
１
９
年
以
前
か
ら
事
業

収
入
（
売
上
）
を
得
て
お
り
、

今
後
も
事
業
を
継
続
す
る
意
思

が
あ
る
こ
と
。

③
２
０
２
０
年
４
月
又
は
５
月

の
事
業
収
入
（
売
上
）
が
、
前

年
同
月
比
で
20
％
以
上
減
少
し

て
い
る
こ
と
。

④
中
小
企
業
、
社
団
法
人
、
財

団
法
人
、
特
定
非
営
利
活
動
法

人
、
個
人
事
業
主
の
い
ず
れ
か

で
あ
る
こ
と
。

⑤
休
業
又
は
営
業
時
間
短
縮
に

係
る
本
市
の
中
小
企
業
事
業
者

等
支
援
金
・
第
１
弾
（
20
万
円
）

の
交
付
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
。

【
交
付
金
額
】

　
２
０
２
０
年
４
月
又
は
５
月

の
ど
ち
ら
か
の
事
業
収
入
が
、

①
前
年
同
月
と
比
べ
て
50
％
以

上
減
少

１
事
業
者
あ
た
り
一
律
20
万
円

②
前
年
同
月
と
比
べ
て
20
％
以

上
50
％
未
満
減
少

１
事
業
者
あ
た
り
一
律
10
万
円

※
４
月
、
５
月
の
ど
ち
ら
か
減

少
割
合
の
大
き
い
方
を
適
用
し

ま
す
。

※
交
付
は
１
回
限
り
（
20
万
円

又
は
10
万
円
）
で
す
。 

【
受
付
期
間
】

６
月
１
日
（
月
）
か
ら
８
月
31

日（
月
）ま
で（
当
日
消
印
有
効
）

【
お
問
合
せ
】

小
田
原
市
経
済
部
商
業
振
興
課

☎
０
４
６
５（
33
）１
５
１
１

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

✤

・✤

・✤

・✤

・✤

・✤

・✤

・✤

・✤

・✤

・✤

・✤

・✤

・✤

・✤

・✤

・✤

・✤

・✤
・✤
・✤
・✤

・✤

・✤

・✤

◉
◉
◉
◉
◉
◉
◉
◉
◉
◉
◉
◉
◉
◉
◉
◉
◉
◉
◉
◉
◉
◉
◉
◉
◉
◉
◉
◉
◉
◉
◉
◉
◉
◉
◉
◉
◉
◉
◉
◉
◉
◉
◉
◉
◉
◉
◉
◉
◉
◉
◉
◉
◉
◉
◉
◉
◉
◉
◉
◉
◉
◉
◉
◉
◉
◉

令和２年４月16日
～５月15日までの
入会の方

新しい
会員さん

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
よ
り
主
た
る
生
計
維
持
者

が
死
亡
、
ま
た
は
重
篤
な
傷
病

を
負
っ
た
場
合
や
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

り
収
入
が
減
少
す
る
場
合
、
保

険
料
の
減
免
や
猶
予
の
対
象
に

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
詳
し

く
は
小
田
原
市
担
当
課
ま
で
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
】

国
民
健
康
保
険
料
に
つ
い
て

小
田
原
市
役
所
　
保
険
課
　
保

険
料
係

☎
０
４
６
５（
33
）１
８
３
４

介
護
保
険
料
に
つ
い
て

小
田
原
市
役
所
　
高
齢
介
護
課
　

介
護
給
付
係

☎
０
４
６
５（
33
）１
８
４
０

　
５
月
19
日
に
、
予
定
を
し
て

お
り
ま
し
た
令
和
２
年
度
小
田

原
箱
根
商
工
会
議
所
会
員
大
会

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
り
、
通
常
開

催
を
中
止
と
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
当
所
で

は
、
中
止
と
な
っ
た
会
員
大
会

を
動
画
で
会
員
の
皆
様
に
配
信

事業所名 代表者名 住　　所 ＴＥＬ 事業内容
一般社団法人神奈川県建築士事務所協会 渡部 雅行 小田原市柳新田42‒5 0465-36-1930 建築設計・監理に関する相談事業

イル・バーチョ 野口 裕司 小田原市栄町2丁目8‒12 0465-22-8110 飲食業

有限会社よこやま食堂 横山 茂子 足柄下郡箱根町元箱根70 0460-83-6116 貸しボートの経営

和治療院 小林 照和 小田原市栄町4丁目9ｰ3 0465-24-4189 はり、きゅう、あん摩、マッサージ指圧業　

ユーメド貿易有限会社 佐須みどり 小田原市小竹242‒1 0465-44-3955 全国観光土産品卸業

有限会社田中総建 田中 　明 小田原市扇町3丁目26‒17 0465-35-4161 建材業
株式会社REXEV 小田原本社 藤井 崇史 小田原市寿町1丁目1‒12 0465-46-9944 電気自動車を用いたカーシェアリング及びエネルギーマネジメント

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
利
用
し
て
開
催
し
た

常
議
員
会

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
防
止
協
力
金

緊
急
経
済
対
策
中
小
企
業
事
業
者
等
支
援
金

神
奈
川
県

第
２
弾

常
議
員
会

常
議
員
会
報
告

を
利
用
し
初
開
催

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ

（
　
）
５
27

開
催

５
27

国民健康保険料・
介護保険料の
減免・猶予について

第
２
弾

動
画
に
て
会
員
大
会
を
配
信
中

会
頭
メ
ッ
セ
ー
ジ

各
種
支
援
策
を

発
信

売
上
減
少

小
田
原
市
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

お
詫
び
・
訂
正

　
先
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し

た
花
王
㈱
小
田
原
事
業
場
　
小

野
田
様
　
役
職
名
は
、
事
業
場

代
表
・
小
田
原
工
場
長
で
す
。

お
詫
び
し
訂
正
を
し
ま
す
。

福祉用具販売・レンタル、住宅の改修工事

チャーリーケア小 田 原 店　小田原市扇町 3-14-21
　　　　　　　　　　　　　TEL  0465-66-3300
チャーリーケア秦野営業所　秦野市南矢名 5-15-17
　　　　　　　　　　　　　TEL  0463-86-6132

介護に関するご相談は当社まで！
お気軽にご相談下さい。

暮ら
しの中

へ、人の
こころへ

●ドラッカーマネジメント
●ポーター競争戦略、B.S.C による経営戦略
●経営者が知っていなければならない計数管理など

小田原地域の多くの経営者が受講した、
実績のあるマネジメントスクール

マネジメントスクール

■お問い合わせ、資料請求は、下記までご連絡ください
　詳細は、ＨＰをご覧ください

小田原市城山3丁目25番23号
TEL0465-24-3311 mail :soumu@enari-brain.com

中小企業に特化！明日の経営者育成を目指す実践経営学

内　容

講　師
受講料 定　員
期　間

税理士・中小企業診断士　  江成　健一
200,000円（税抜）／全20回 15名
2019年4月～2021年2月　随時募集
原則毎月第2火曜日　18:30～20:30
（株）ブレイン・スタッフ
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
拡
大
に
伴
い
、
様
々
な
社

会
活
動
が
自
粛
さ
れ
、
私
た
ち

の
生
活
を
は
じ
め
世
界
に
脅
威

が
も
た
ら
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
各

家
庭
、
各
職
場
に
お
い
て
様
々

な
対
応
に
追
わ
れ
て
い
る
か
と

存
じ
ま
す
。
い
ま
だ
先
が
見
え

な
い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す

が
、
一
日
も
早
い
新
型
コ
ロ
ナ

曜
　
20
時
〜
20
時
30
分

【
参
加
費
用
】
１
０
０
０
円

【
参
加
上
限
】
６
名

【
参
加
・
お
問
合
せ
】
検
索
サ

イ
ト
で
、「
芸
者
と
オ
ン
ラ
イ

ン
飲
み
会
」
で
検
索
の
う
え
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。

　
箱
根
湯
本
芸
能
組
合
で
開
催

を
し
て
い
た
箱
根
観
光
客
向
け

の
芸
者
シ
ョ
ー
「
Ｍ
ｅ
ｅ
ｔ 

Ｇ
ｅ
ｉ
ｓ
ｈ
ａ
」
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

よ
り
、
現
在
中
止
と
な
っ
て
い

ま
す
。（
６
月
15
日
現
在
）

　
そ
う
し
た
状
況
の
中
、
箱
根

湯
本
芸
能
組
合
で
は
、
日
本
初

と
な
る
「
芸
者
と
オ
ン
ラ
イ
ン

飲
み
会
」
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
の
活
用
に
よ

り
、
芸
者
さ
ん
の
仕
事
の
機
会

を
創
出
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ

ま
で
芸
者
に
馴
染
み
の
な
か
っ

た
人
々
や
、
日
本
に
来
ら
れ
な

い
外
国
人
に
も
伝
統
芸
能
を
提

供
し
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に

ぜ
ひ
体
験
し
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

【
開
催
日
時
】
毎
週
金
曜
・
土

２
５
０
万
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
も
対
象
）
を
始
め

て
と
し
て
、
様
々
な
保
障
や
お

見
舞
金
等
が
得
ら
れ
ま
す
。
是

非
、
こ
の
機
会
に
加
入
・
増
口

を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

【
お
問
合
せ
】

小
田
原
箱
根
商
工
会
議
所

会
員
サ
ー
ビ
ス
グ
ル
ー
プ

☎
０
４
６
５（
23
）１
８
１
１

業
…
50
人
以
下
、
卸
売
・
サ
ー

ビ
ス
業
…
１
０
０
人
以
下
、
そ

の
他
の
業
種
…
３
０
０
人
以
下

※
別
途
、
委
託
手
数
料
が
か
か

り
ま
す
。

※
一
人
親
方
労
災
特
別
加
入
の

お
取
扱
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
詳
細
は
お
問
合
せ
下
さ
い
。

【
お
問
合
せ
】

小
田
原
箱
根
商
工
会
議
所

労
働
保
険
事
務
組
合

☎
０
４
６
５（
23
）１
８
１
１

　
商
工
会
議
所
の
「
生
命
共
済

制
度
」
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
直
接

の
原
因
と
し
て
死
亡
さ
れ
た
場

合
に
も
災
害
保
険
金
の
お
支
払

い
対
象
と
さ
せ
て
頂
く
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　
商
工
会
議
所
の
「
生
命
共
済

制
度
」
は
、
１
口
あ
た
り
掛
金

９
７
６
円
（
60
歳
・
男
性
の
例
）

で
病
気
死
亡
50
万
、
災
害
死
亡

手
間
が
省
け
ま
す
。

②
労
働
保
険
料
の
額
に
か
か
わ

ら
ず
、
３
回
の
分
納
が
で
き
ま

す
。

③
雇
用
す
る
労
働
者
に
つ
い
て

保
険
関
係
が
成
立
し
て
い
る
場

合
、
労
働
保
険
に
加
入
で
き
な

い
事
業
主
や
法
人
の
役
員
、
家

族
従
業
員
も
労
災
保
険
に
特
別

加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
委
託
で
き
る
事
業
主

①
原
則
小
田
原
市
又
は
箱
根
町

に
事
業
所
が
あ
る
当
所
の
会
員

②
常
時
使
用
す
る
労
働
者
が
、

金
融
・
保
険
・
不
動
産
・
小
売

働
保
険
に
関
す
る
煩
雑
な
届
け

出
や
保
険
料
納
付
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。

■
委
託
す
る
メ
リ
ッ
ト

①
労
働
保
険
に
関
す
る
各
種
書

類
の
作
成
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
な

ど
へ
の
手
続
き
（
一
部
を
除

く
）、
保
険
料
申
告
・
納
付
の

と
か
と
存
じ
ま
す
。
今
こ
の
時
、

私
た
ち
は
新
た
な
時
代
へ
と
突

入
す
る
一
つ
の
転
換
期
を
目
の

当
た
り
に
し
て
い
る
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
だ
と
す
る
な
ら
ば
、

私
た
ち
は
青
年
経
済
人
と
し
て

こ
れ
か
ら
の
世
代
の
た
め
に
、

豊
か
な
地
域
経
済
社
会
を
築
く

た
め
に
も
互
い
に
手
を
取
り
、

こ
の
危
機
を
好
機
へ
と
変
え
ら

れ
る
よ
う
知
恵
を
絞
り
続
け
創

造
力
で
歩
を
進
め
る
こ
と
が
大

事
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
最
後
に
、
こ
の
よ
う
な
状
況

の
中
、
私
た
ち
の
生
活
を
支
え

て
く
だ
さ
っ
て
い
る
医
療
従
事

者
の
方
々
を
は
じ
め
、
ス
ー
パ

ー
等
の
小
売
業
、
運
送
業
、
そ

し
て
前
線
に
て
業
務
に
従
事
さ

れ
て
い
る
す
べ
て
の
皆
様
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
労
働
保
険
は
、
労
働
者
を
一

人
で
も
雇
用
す
る
と
、
事
業
主

や
労
働
者
の
意
思
に
か
か
わ
ら

ず
必
ず
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　
当
所
の
労
働
保
険
事
務
組
合

は
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
認
可
を

受
け
、
事
業
主
に
代
わ
っ
て
労

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
収
束
を
心

よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
先
日
、
鈴
木
悌
介
会
頭
と
の

会
談
の
中
で
「
大
変
な
時
は
、

大
き
く
変
わ
る
時
で
あ
る
」
と

い
う
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。
私

た
ち
は
今
、
未
知
の
ウ
イ
ル
ス

の
発
生
に
よ
り
今
ま
で
と
は
異

な
る
価
値
観
を
持
ち
は
じ
め
、

多
く
の
事
を
考
え
さ
せ
ら
れ
、

同
時
に
多
く
の
生
活
の
在
り
方

ま
た
は
事
業
の
在
り
方
を
環
境

に
沿
っ
た
も
の
へ
と
切
り
替
え

る
準
備
を
し
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
将
来
に
向
か
っ
て
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

と
の
共
存
を
視
野
に
入
れ
、
除

菌
・
衛
生
・
健
康
等
に
対
す
る

取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
る
こ

箱 

根 

＆

小 
田 

原

̶５月度管内定期情報̶
調査項目 調 査 月 数　値 対前月比 対前年同月比 資料提供

小田原市
人 口 5月1日現在 189,359 人 △17 人 △1,124 人

小田原市
世 帯 数 5月1日現在 82,088 世帯 76 世帯 475 世帯

箱 根 町
人 口 5月1日現在 11,015 人 62 人 △320 人

箱 根 町
世 帯 数 5月1日現在 6,192 世帯 82 世帯 △99 世帯

求人求職
状　　況

求 人 倍 率 4月分 0.66 △0.17 △0.40

ハローワーク
小 田 原有効求人数 4月分 1,842 人 △361 人 △1,100 人

有効求職数 4月分 2,783 人 143 人 7 人

※小田原城天守閣は、5月31日まで休館中でした。

小
田
原
箱
根
商
工
会
議
所
青
年
部

　
　
　
大
谷
会
長
よ
り
会
員
の
皆
様
へ

e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e
e

✡
✡
✡
✡
✡
✡
✡
✡
✡
✡
✡
✡
✡
✡
✡
✡
✡
✡
✡
✡
✡
✡
✡
✡
✡
✡
✡
✡
✡
✡
✡
✡
✡
✡
✡
✡
✡
✡
✡
✡
✡
✡
✡
✡
✡
✡
✡
✡
✡
✡
✡
✡
✡
✡
✡
✡
✡
✡
✡
✡
✡
✡
✡
✡
✡
✡
✡
✡
✡
✡
✡
✡
✡
✡
✡
✡
✡
✡
✡
✡
✡
✡
✡
✡
✡
✡
✡
✡
✡
✡
✡
✡

▲
▼
▲
▼
▲
▼
▲
▼
▲
▼
▲
▼
▲
▼
▲
▼
▲
▼
▲
▼
▲
▼
▲
▼
▲
▼

小田原箱根商工会議所
青年部会長　大谷　真氏

７月は会費納入月です
７月に会費の引き落としのお申込み
を頂いている事業所におかれまして
は金融機関から、７月13日に会費が
引き落としとなります。どうぞよろ
しくお願いいたします。

　プラスチックは、非常に便利な素材です。成形しやすく、軽くて丈夫で密閉性も高いため、

製品の軽量化や食品ロスの削減など、あらゆる分野で私たちの生活に貢献しています。一方

で、廃棄物・資源制約、海洋プラスチックごみ、地球温暖化などの課題もあります。私たちは、

プラスチックの過剰な使用を抑制し、賢く利用していく必要があります。

　このような状況を踏まえ、令和２年７月１日より、全国でプラスチック製買物袋、いわゆる

レジ袋の有料化を行うこととなりました。これは、普段何気なくもらっているレジ袋を有料化

することで、それが本当に必要かを考えていただき、私たちのライフスタイルを見直すきっか

けとすることを目的としています。

　皆さんも、レジ袋有料化をきっかけに自身のライフスタイルを見つめ直し、エコバッグを持

ち歩く等、できるところからプラスチックを賢く使う工夫をしてみましょう。

【レジ袋有料化に関する問合せ先】

制度概要などの詳細はこちら

レジ袋削減にご協力下さいレジ袋削減にご協力下さい

生命共済制度
商工会議所

のご紹介

ご
存
知
で
す
か
？

労
働
保
険
事
務
組
合
の
ご
紹
介

◀
◀
◀
◀
◀
◀
◀
◀

▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶
▶

箱
根
芸
者
の
ス
タ
ー
達
が
あ
な
た
の
飲
み
会
へ
！

芸
者
と
オ
ン
ラ
イ
ン
飲
み
会

青
年
部
主
催
事
業
「
小
田
原
城

か
ら
初
日
の
出
を
見
る
会
」

「働き方改革」で時間とコストを削減！

社会保険・雇用保険 手続の電子申請をサポート

℡　０４６５－２５－３３６４

社会保険労務士　大石事務所
小田原市鴨宮３８５番地  虹ビル２Ｆ

ishibashi printing
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〒250-0876 小田原市中新田9-3   E-mail／info@i-print.jp

Ｔｅｌ．0465-47-9171㈹
Fax.0465-48-2411

印刷と心で
発展のおてつだい
ー 皆さまの頼れる企業でありたい ー


